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シミックホールディングス、京都⼤学に「バリューインキュベート創薬講座」を開設 

 – 次世代の医薬品開発と⼈材育成を⽬指して 

 
シミックホールディングス株式会社（東京都港区、代表取締役 CEO 中村 和男、以下「シミック」）は、
国⽴⼤学法⼈京都⼤学（京都市左京区、総⻑︓湊 ⻑博、以下「京都⼤学」）において 2025 年
1 ⽉より⼤学院薬学研究科に産学共同講座 「バリューインキュベート創薬講座」を開設することをお知
らせします。本講座は、2 年間の設置期間を通じて、新たな医薬品開発の加速と次世代の⼈材育成を
⽬指します。本講座を通じて、医薬品開発の未来を切り開くための⼀歩を共に進めてまいります。 
 
■ 講座開設の⽬的 
この講座は、京都⼤学に蓄積された基礎研究成果（創薬シーズ）と、シミックが有する⾮臨床・臨床
試験、事業開発などのノウハウを組み合わせることで、⾰新的な医薬品開発を⽬指すトランスレーショナ
ルリサーチ※を推進することを⽬的としています。基礎研究を実⽤化へとつなげることで、現代の医療では
対応が難しい疾患や治療法が限られている領域に対して新たな解決策を提供することを⽬指します。ま
た、若⼿研究者が実践的な経験を積む場を提供し、未来の創薬リーダーを育成します。 
 
※トランスレーショナルリサーチ︓医薬品などの研究シーズを実⽤化するための橋渡し研究を効率的に遂⾏するための考え⽅や原理につ

いて科学的に議論する学問分野 

 
■ 主な取り組み 
本講座では、以下の活動を通じて創薬シーズの育成・実⽤化を⽀援します。 

1. 若⼿研究者の育成︓創薬に必要な知識と経験を学べる環境を提供。 
2. 研究成果の実⽤化⽀援︓基礎研究から⽣まれた創薬シーズの研究開発や市場性評価をサ

ポート。 
3. 学内外の連携強化︓⼤学や企業、官公庁との協⼒を推進。 

 
■ シミックの役割 
シミックは以下のような⽀援を通じて講座活動を⽀えます。 
 ⾮臨床・臨床試験、製剤化⽀援、ビックデータ技術の活⽤ 
 知財管理や資⾦調達サポート 



 

 導出候補企業の選定や開発戦略の⽴案 
 
■ 期待される成果 
本講座を通じて、基礎研究から医薬品開発への迅速な橋渡しが実現し、社会に新たな価値を提供す
ることが期待されます。また、若⼿研究者の実践的な能⼒向上や、新たな産学連携モデルの確⽴にも
寄与することを⽬指します。 
 
 
 
■シミックグループについて 
シミック（CMIC）は、1992 年に⽇本で初めて CRO（医薬品開発⽀援）事業を開始し、今では開
発から製造、営業・マーケティングまでの医薬品に関する総合的な⽀援業務を提供しています。現在、シ
ミックグループは、⽇本で最⼤級の CRO であると同時に、医薬品開発、SMO（治験施設⽀援）、医
薬品製造、薬事コンサルティング、そして営業およびマーケティングソリューション等における包括的なサービ
スを提供しています。また、製薬・バイオテクノロジー・医療機器の企業の⽇本市場参⼊や、アジアでの臨
床試験実施、⽶国と⽇本における医薬品開発および製造のサポートなども積極的に⾏っております。シミ
ックグループは、世界中に 7,500 ⼈を超える従業員とグループ会社 28 社を擁しています。詳しくはウェブ
サイトをご覧ください。https://www.cmicgroup.com 
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